
 

                               

                              第２４号 

                                   平成２８年５月発行 

   ２７年度の業務も終了して地域の課題がみえてきましたので、ご一読ください。 

                     

 

 

 

不登校児童、引きこもり者

への支援 

・カウンセリング等の専門支援機関の絶対的不足や家族支援の重要性 

・訪問看護による医療的見地からのフォローが増えている 

精神障害者 

（退院後の支援体制づくり） 

・緊急支援、特に医療機関の受入れと移送の課題 

・家族、地域、福祉、行政、医療それぞれの連携による体制づくり 

依存症対象者に対する生活

支援 

・家族力の低下・・・家族の理解と協力を求めるための家族支援の必要性 

・緊急時(危機管理)への対応と受入れ医療機関の課題 

生活困窮者に対する支援の

増加 

・経済的基盤作り(生活保護・障害年金支給に繋がるまでの空白期間) 

・介護者(家族等)の協力を得るための支援 

・就労へ向けた本人の意識改善の必要性 

複数名の障害者が存在する

家族に対する支援の増加 

・それぞれの支援者との連携の必要性、コーディネートの複雑化 

・本人の生活が守られるための家族支援の重要性 

・資源の不足 → 家族のレスパイトが図れない、家族の負担増 

介護保険サービス移行に向

けた支援の増加 

・関係機関との連携、引継ぎにおける期間の確保 

・費用負担発生に伴い、サービス利用を保留とするケース 

 →生活の質が維持できなくなる可能性 

→支援内容の変化に伴う利用者の困惑 

・障害福祉サービスとの併用も可能であるが限界もある 

未就学児、就学児に対する

支援体制の在り方 

・子育て期の家族支援、フォロー体制の必要性 

・単親世帯の送迎負担、利用できる資源や制度の必要性 

・突発対応必要時の家族負担が高い → 経済基盤の揺らぎ 

・ネットワーク支援 

就労移行支援、就労継続支

援事業所の在り方 

・就労移行支援事業所が 1 か所に減少 

  →アセスメントを受けるだけの利用になっていないだろうか 

・就労継続支援事業所での利用者の滞留化と事業所の増加 

・社会に出るための可能性を引き出す場として移行支援事業所の活用検討 

・就労移行支援事業所としての魅力や特徴のある活動 

相談支援体制について ・圏域内の計画相談(児・者)・地域相談事業所がまだまだ不足 

・指定事業所、委託事業所との役割分担を行ないながら、共に関わっていく体

制整備（重層的な相談支援の構築） 

緊急時支援（夜間の支援体

制と受入れ資源の確保） 

・地域生活支援拠点事業所の設置が必要 

・H30.4 に向け、圏域内で必要な機能や形態等を検討 

サービス事業所の質の確保 ・事業所内での権利侵害等の事象が目立っている 

・福祉サービス事業所として障害の理解と特性への配慮を強化する事業所内

研修や地域での人材育成の動きが急務である 

委託相談支援活動から見えてくる課題 
（鳥栖・三養基地域自立支援協議会全体会資料から） 

 



 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～４月から新しいスタッフが２名入りました～

 

こんにちは。龍頭千春（りゅうとう ちはる）と申します。 

今まで相談業務の経験はありませんが、キャッチの仲間に入れてもらえることとなりました。以前は事

務職をしてヤクルトレディになり、病院で介護職をしてきました。子供を授かるたびに職を転々としてきま

した。もうこの辺で、ぜい肉以外でお腹を大きくすることはないだろうと思っております。 

経験不足、知識不足でみなさんにご迷惑をお掛けすることは重々分かっておりますが、ながーい目で

見てもらえれば幸いです。あまりお喋りは上手ではないですが、みなさんのお話をしっかりと聞いていき

たいと思っています。よろしくお願いします！ 

 
 

はじめまして、４月からキャッチの一員に加わりました、原ひろ子です 

私は、長い間、看護師として病院や在宅ケアの現場で働いてきました。 

病院では退院後の患者さんの生活が気になり、病棟や外来を経て医療連携部門で医療相談や退院支

援に関わりました。さらに、その後の在宅生活の実際が気になり、訪問看護事業所で地域で療養される

方々へのケアを提供してきました。実際を知れば知るほど、資源を知らない人やどこに相談したらいいか

わからない人が多いと感じました。 

話を聞いて一緒に考えるという支援ができたらと思っていたところ、キャッチに出会いました。  

 私の今の気持ちを言い当てた言葉を紹介しましょう。 

「働く」は「傍
はた

 楽
らく

」 

たいせつな人を 今よりほんのちょっと楽にさせるために さぁ、働こう‼ 

ちなみに、私を楽にするものは、サガン鳥栖、コンサート、旅行、美味しいもの… 

まだまだたくさんあります。どうぞ皆様、自分自身も傍にいる人も楽になりましょう。 

 

 

ご存じですか？ 

障 害 者 差 別 解 消 法 が 
平成 28 年４月１日からスタートしました！！ 

(注)正式名称「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」 

障害のある人もない人も、互いを認め合いながら 

共に生きる社会を目指して…  

この法律では「不当な差別的扱い」を禁止し、 

「合理的配慮の提供」を求めています。 

！！次号より詳しく解説していきます！！ 
 

※内閣府発行「障害者差別解消法リーフレット」参照 

 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　表中の”相談者数”及び”人”の数値は実人員
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市町別

相談割合
鳥栖市

みやき町

基山町

上峰町

件数 人

身 体 300 20
知 的 529 36

精 神 732 43
発達 障害 141 11

難 病 8 2
重 心

高 次 脳 4 1
手 帳 な し 282 19

合　　計 1,996 132

鳥栖市

件数 人

身 体 3 3
知 的 68 14

精 神 189 16
発達 障害 19 4

難 病 14 1
重 心 1 1

高 次 脳
手 帳 な し 53 3

合　　計 347 42

基山町

件数 人

身 体 118 7
知 的 200 19

精 神 215 12
発達 障害 2 1

難 病 30 1
重 心 76 2

高 次 脳
手 帳 な し 53 5

合　　計 694 47

みやき町

件数 人

身 体 12 5
知 的 66 7

精 神 86 3
発達 障害

難 病 4 1
重 心

高 次 脳
手 帳 な し 37 1

合　　計 205 17

上峰町

相談件数 相談者数

鳥栖市 1,996 132

みやき町 694 47

基山町 347 42

上峰町 205 17

合計 3,242 238

 

※　表中の”相談者数”及び”人”の数値は実人員
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市町別

相談割合
鳥栖市

みやき町

基山町

上峰町

件数 人

身 体 1,314 38
知 的 2,359 61

精 神 3,988 65
発達 障害 481 15

難 病 42 4
重 心 6 1

高 次 脳 118 3
手 帳 な し 1,370 50

合　　計 9,678 237

鳥栖市

件数 人

身 体 126 12
知 的 311 23

精 神 736 27
発達 障害 47 9

難 病 68 1
重 心 1 1

高 次 脳
手 帳 な し 290 6

合　　計 1,579 79

基山町

件数 人

身 体 310 13
知 的 1,265 38

精 神 1,005 19
発達 障害 33 4

難 病 157 2
重 心 288 8

高 次 脳 3 1
手 帳 な し 267 15

合　　計 3,328 100

みやき町

件数 人

身 体 67 6
知 的 275 19

精 神 638 4
発達 障害 6 2

難 病 83 1
重 心

高 次 脳
手 帳 な し 88 2

合　　計 1,157 34

上峰町

相談件数 相談者数

鳥栖市 9,678 237

みやき町 3,328 100

基山町 1,579 79

上峰町 1,157 34

合計 15,742 450



特定非営利活動法人障害児・者の自立を支える会 ＡＳＯＢＯＷ

当法人は、平成 18年８月から特定非営利活動法人として活動をしています。 

あそぼ～会の名前には、住み慣れた地域が障がいのある人もない人もお互いに楽しく「遊べる」優しい地 

域であってほしいという願いが込められています。事業としては居宅介護・行動援護は平成 20年５月から 

スタートしました。居宅介護では入浴介助や食事介助をメインに利用して頂いています。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちあそぼ～会は、ヘルパーや放課後等デイの支援者として障がいのある方の生活をサポートさせていただ

き、笑顔溢れる楽しい時間づくりをお手伝いしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♥  入職して約２か月。いきなりのキャッチ通信。加減が分からずギュウギュウ詰めになって 

しまいました。次はもう少しすっきりできるといいなと思います。慣れないパソコンに四苦八苦した成果を見 

てもらえれば幸いです。  （龍頭） 
 
 
〇鳥栖市・みやき町・基山町・上峰町にお住まいの、障がい者本人、障害のある方を支えている家族

及び支援者からの相談をお受けします。 

障がいの種別、手帳の有無は問いません。相談は無料です。 

＜相談窓口開設時間＞ 

9：00～18：00 （月曜日～金曜日） 

9：00～17：00 （土曜日） 

・上記の時間帯以外でもご相談をお受け致します。 

事前にご連絡ください。 

特定非営利活動法人 

 総合相談支援センターキャッチ 

住所：佐賀県鳥栖市宿町 1041－3 

電話：0942-87-8956 FAX：0942-85-9003 

Mail：so-sodan@tosumiyaki-sodan.or.jp 

 

 

 

 虐待を見た、 
虐待を受けたと思っている方はご一報ください。 

ɵʢ Ḩ᷂Ӣ Ǔǋ ♅ ȹɱȽɶ 
TEL.0942 - 85 - 8900  

♥   ̝

学校終了後に各学校まで迎えに行き、18時くらいにご自

宅まで送迎いたします。長期休暇では外出活動をたくさ

ん取り入れて、子ども達とスタッフ一緒になって楽しく

活動をしています。また放課後等デイサービスでは、月

に一回アート教室を開催。テーマに沿って活動したり、

自由に絵具で遊んだりしています。 

  

 

ὡЃ ˺  

              ̝

行動援護では余暇支援などで電車を

利用して定期的にプールに通ったり

お買い物に行く時のサポートをした

り、カラオケにいって楽しく時間が

過ごせるようにいろいろなサポート

をしています。 

 


